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属性 回答 人数 ％










性別 男性 2 1.9
女性 101 95.3
不明 3 2.8
受診経験 なし 10 9.4







因子名 項目内容 因子1 因子2 因子3 共通性
待ち時間への多⾯的な意識
12）評判の良い病院は，患者が多く来るので，待ち時間も長くなる .72 -.20 .26 .56
30）大きな病院ほど，待ち時間が長い .72 -.08 .14 .52
46）受診する科によって，必要な待ち時間の長さは変わってくる .70 -.24 .21 .50
25）病院の待ち時間は，診察時間に比べて長すぎる .68 -.12 -.02 .42
48）同じ診療科でも，病院によって待ち時間の長さは違う .62 -.28 .19 .41
19）長い時間待たされると，後の予定が立てられないのでイヤだ .60 .13 -.02 .42
38）病院での待ち時間が長いのは，医師不足など日本の医療全体に問題が
あるからだ .52 .16 .10 .36
13）自分よりも前にあと何人待っているのかわからないと，イライラする .51 .25 -.10 .43
41）予約したからには，必ず時間通りに診察してほしい .51 .13 -.24 .38
29）待ち時間が長いことで，体調が悪くなってしまうことがある .50 .00 .02 .25
36）長い時間待たされても，病院の人がお詫びを言ってくれれば，気持ち
がやわらぐ .50 -.06 .36 .38
07）患者にとって，長い待ち時間は無駄な時間である .50 -.02 -.22 .28
39）予約時間のとおりに診察ができないのは，病院の体制に問題がある .49 .17 -.35 .44
01）案内された時間よりも待ち時間が長いと，腹が立つ .48 .01 -.22 .27
50）待ち時間を長く感じさせないようにするのは，病院の義務だと思う .47 .33 -.06 .44
37）待ち時間は，患者が病院に不満をもつ一番の原因である .46 .16 .14 .30
34）長く待ったとしても，診察の時にしっかりコミュニケーションをとれ
た方がよい .44 .06 .21 .26
40）病院の職員一人ひとりが努力すれば，待ち時間は短くできる .36 .31 -.21 .35
43）具合の悪い人を長時間待たせるのは，ひどいと思う .34 .12 -.16 .19
待たせる病院への否定的評価
17）患者を長時間待たせる病院は，悪い病院である -.13 .75 -.12 .55
23）病院の待ち時間が長いのは，職員の仕事ぶりに非効率的なところがあ
るからだ -.05 .72 .20 .50
09）患者を長時間待たせる病院は，患者の気持ちがわかっていない -.13 .71 -.09 .49
27）病院は，待ち時間に対する患者の気持ちに無頓着である .03 .67 .18 .47
15）診察のために患者を待たせるということは，患者の時間を奪うことである .18 .64 -.12 .54
47）待ち時間が長いのは，病院側の努力が足りない .09 .61 -.24 .51
05）患者中心の医療が実現すれば，待ち時間はもっと短くなるはずだ -.20 .58 .10 .29
21）なぜ待たされているのかわからないと，不安になる .25 .53 .06 .43
45）待ち時間が長いと，自分がほったらかしにされている気がする .30 .53 .01 .47
24）待ち時間の長さに不満をもつのは，その患者が忙しすぎるからだと思う -.42 .50 .49 .46
22）待ち時間の長い病院の方が，結局は質の良い医療を提供している -.05 .47 .39 .31
49）待ち時間が苦痛なのは，待つのにふさわしい環境を病院が整えていな
いからだ .36 .44 .07 .42
33）待ち時間が短くても，診察時間が短ければ意味がない .08 .33 .22 .17
患者側の配慮の必要性
20）待ち時間にも他の人の診察が行われているのだから，苦情を言うのは
身勝手だと思う .08 -.15 .69 .53
16）待ち時間が長いのは，多くの検査や治療がおこなわれているからだ .16 .06 .66 .47
28）待ち時間を無駄だと感じるかどうかは，患者自身の心がけ次第だと思う -.07 -.10 .60 .39
14）待ち時間が長いということは，それだけ高度な医療が提供されている
ということだ .07 .26 .60 .41
26）待ち時間が長いのなら，自分で使い方を工夫すればよい .04 -.05 .58 .34
18）待ち時間に不満をもらす患者は，がまんが足りない -.11 .04 .53 .28
08）患者は，待ち時間の長さに対して，もっと寛容であるべきだ -.16 .15 .53 .29
42）病院の人もがんばっているのだから，待ち時間が長くても不満は言わ
ない方が良い -.03 -.20 .52 .34
32）診察時の医師の対応が良ければ，待ち時間の長さは大した問題ではない .16 .04 .49 .27
10）病院の待ち時間が長いのは，ごく軽い症状の人も受診するからである .11 .10 .44 .22
04）医師の診察が丁寧であれば，患者の待ち時間も長くなる .22 .14 .26 .15
44）待ち時間は，その長さよりも，どのような状態で待つのかということ
の方が問題である .13 .13 .19 .08
初期の固有値 8.26 4.83 3.44
固有値寄与率（％） 18.76 10.98 7.83
回転後の負荷量平方和 7.20 6.19 4.71





因子名 項目内容 因子1 因子2 因子3 因子4 共通性
苛立ち
03）うっとおしい .96 -.11 .21 -.18 .67
02）イライラする .82 -.05 .23 .11 .67
18）不快である .76 .08 -.10 -.17 .56
07）苦痛である .67 -.03 -.17 .15 .67
20）憂鬱である .62 .09 -.16 .12 .62
01）嫌だ .52 -.10 -.08 .35 .59
不安
06）緊張する -.27 .87 .08 .01 .70
16）不安な気持ちになる -.02 .84 -.08 .20 .80
15）どきどきする -.18 .82 .13 -.01 .64
09）心配になる .21 .74 -.11 -.19 .66
10）そわそわする .14 .72 .18 .04 .62
04）落ち着かない .30 .58 -.03 -.02 .53
平穏
08）ゆったりする .11 .00 .92 .01 .80
17）落ち着く .06 .17 .84 -.10 .77
12）のんびりする -.07 -.09 .84 .39 .62
05）安心できる .05 .14 .76 -.16 .68
14）つらい .28 .28 -.36 .25 .62
退屈11）退屈である -.28 .06 -.09 .98 .85
13）つまらない .13 -.01 .26 .84 .70
19）待ちくたびれる .21 -.04 .00 .71 .67
初期の固有値 6.20 3.70 2.03 1.50
固有値寄与率（％） 31.01 18.50 10.15 7.49
回転後の負荷量平方和 5.10 4.18 3.95 4.13
因子間相関 1 .32 -.32 .48
.32 1 -.01 .15
-.32 -.01 1 -.38


































































































































態度　＼　感情 苛立ち 　 心配　 平穏　 退屈  　
待ち時間への多面的な意識 .59 *** .29 ** -.37 *** .59 ***
待たせる病院への否定的評価 .54 *** .29 ** -.03 .16 
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